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令和６年度 公益社団法人埼玉県臨床検査技師会 

第２回理事会議事録 

 

日 時   令和６年５月９日（木）19時 00分より 20時 10分まで 

場 所   埼臨技事務所 さいたま市浦和区領家７-14-７ 

議 題   Ⅰ．行動報告  Ⅱ．報告事項   Ⅲ．承認事項  Ⅳ．議題 

  出 席  現地にて出席 

（理事）神山 清志  松岡 優   猪浦 一人  山口 純也  濱本 隆明 

長澤英一郎  松嵜 朋子  松尾千賀子  佐瀬 勝也  網野 育雄 

三木 隆治  塚原 晃   神嶋 敏子  伊藤 恵子  伊藤 隆史 

長岡 勇吾  久保田 亮  長谷川 隆  石井 直美  神戸 考裕 

小林麻里子   

（監事）遠藤 敏彦  細谷 博光 

  Zoomにて出席 

（理事）阿部健一郎 

本日の理事会の出席者は 24名であった。理事の出席者は 22名で、現在 22名の過半数に達して

おり、定款第 33条第１項の決議を行うに必要な要件を満たしていることを確認した。 

   議長は、定款第 32条第 1項より、神山清志会長が務めることとなった。 

 

Ⅰ．行動報告 （ 令和６年４月 11日～令和６年５月８日 ） 

４月 11日（木）令和６年度第１回理事会：神山、松岡、猪浦、山口、長澤、松嵜、阿部、 

松尾、網野、佐瀬、三木、塚原、神嶋、伊藤（恵）、伊藤（隆）、 

長岡、久保田、長谷川、神戸、石井、小林、細谷 

    ４月 13日（土）日臨技執行理事会（第１回）：神山 

４月 13日（土）日臨技新型コロナウイルス感染症対策会議：神山 

４月 13日（土）日臨技会長会議：神山、松岡 

４月 15日（月）日臨技支部学会説明会：神山 

４月 17日（水）埼臨技会計監査：神山、松岡、神戸、石井、小林、遠藤、細谷 

４月 18日（木）第 52回埼玉県医学検査学会実行委員会：三木、佐瀬 

４月 21日（日）タスクシフト指定講習会(埼玉県 024)：猪浦、山口、松嵜、伊藤（恵）、神嶋、

三木、佐瀬、小林 

４月 22日（月）表彰審査選考委員会：神山、松岡、猪浦、濱本、長澤、松嵜 

４月 23日（火）災害時応援協定の締結を促進するための Web 説明会：松岡、猪浦、濱本、 

長澤、松嵜、塚原、長岡、伊藤（隆）、石井、小林 

４月 25日（木）日臨技災害対策会議（第 11回）：神山 

４月 25日（木）日臨技第１回精度保証・標準化部会：神山 

４月 26日（金）日臨技理事会事前会議（第１回）：神山 

４月 26日（金）日臨技支部長連絡会議（第１回）：神山 

４月 27日（土）日臨技理事会（第１回）：神山 

４月 27日（土）日臨技役員勉強会（第１回）：神山 

４月 27日（土）宮島会長旭日中綬章受章祝賀会：神山 

４月 30日（火）埼玉県医療整備課精度管理打ち合わせ：神山 

５月 ２日（木）日臨技執行理事会（第２回）：神山 

 

 

Ⅱ. 報告事項 

   １ 事務局 

    （１）４月 22日（月）令和６年度第１回表彰審査選考委員会を開催した。  （別紙資料１） 

（２）４月 23日（火）第 18・19回生物試料分析科学会関東支部学術集会の後援依頼について

承諾回答した。 

（３）４月 26日（金）CDEL埼玉認定講習会の後援依頼について承諾回答した。 
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（４）４月 27日（土）宮島喜文氏旭日中綬章受章記念祝賀会に神山清志会長を派遣した。 

（別紙資料２） 

（５）４月 30日（火）埼玉県医療整備課の佐野主幹、田端主事が浦和医師会館に来訪。精度管

理担当であった池田主事が転勤のため田端主事に担当が変更となる。 

（６）当会から推薦した島村益広氏（関東甲信越ブロック血液センター埼玉製造所）が、瑞宝

双光章受章の通知があった。 

 

２ 総務部 

 （１）４月 21日（日）タスクシフト指定講習会（埼玉県 024）を開催した。  （別紙資料３） 

（２）５月 15日（水）だより第 540号発行予定。 

（３）６月 16日（日）タスクシフト指定講習会(埼玉県 025)を開催予定。運営責任者は猪浦一

人副会長。 

 

   ３ 事業部 

    （１）令和６年度わらび健康まつりについて参加で回答した。 

   （２）新入会員向け研修会について 

 ７月５日（金）19：00～20：30 

講演１：臨床検査技師会とは？～埼臨技について～ 

      講師  ：松岡 優（埼玉医科大学病院） 

      講演２：先輩技師に聞く～患者様とのコミュニケーション 生理機能検査、採血業務を

通じて～ 

        講師  ：関森 なつみ（自治医科大学附属さいたま医療センター） 

 

４ 学術部 

（１）４月 30日（火）「６月・７月生涯教育研修プログラム」の日臨技システム行事登録作業

を完了した。 

 

５ 精度保証部 

   特になし 

 

６ 会計部  

（１）４月 17日（水）会計監査を実施した。               （別紙資料４） 

（２）令和６年度正会員費 1名 5,000 円、再入会金 1名 1,000円、令和６年度正会員費 3,437

名 17,185,000円、入会金 15名 15,000円、再入会金２名 2,000円、合計 17,202,000円

の入金があった。 

（３）日臨技に 2024 年度都道府県向け臨床検査精度管理調査用資料代ならびに梱包包材およ

び運送費用として 823,683円を支払った。 

（４）石井印刷に埼臨技会誌 Vo.70-No.3 印刷代 415,140円、仕分費 25,762円、埼臨技だよ

り 539号 Web版 16P、77,000円、封筒代 60,000円、合計 578,402円を支払った。 

（５）H&Tに会員管理システム年間保守費用として 220,000円を支払った。 

（６）極東製薬工業より令和５年 10 月１日～令和６年３月 31 日までの擬似便の特許使用料 

対価 16,675円の入金があった。 

 

７ 精度管理委員会 

   特になし 

 

８ 一都八県会長会議 

      特になし 

 

９ 日臨技関甲信支部 

   特になし 
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10 日臨技 

    （１）４月 13日（土）日臨技会長会議が開催された。           （別紙資料５） 

    （２）４月 23日（火）災害時応援協定の締結を促進するための Web 説明会が開催された。 

（別紙資料６） 

  11 第 52回埼玉県医学検査学会  

（１）４月 18 日（木）第７回実行委員会が開催された。          （別紙資料７） 

 

 

Ⅲ. 承認事項 

事務局 

   １ 会員動向 (令和６年度分)               令和６年５月 1日現在 

     会員数 3,574名［令和５年度会員数  3,572名］ (新入会員 89名) 

     賛助会員  29社［令和５年度 71社］ 

     承認された。 

 

   ２ 令和６年度埼玉県公衆衛生事業功労者表彰被推薦者の選出について 

     上記の件について、濱本隆明事務局長から発言があり、審議の結果、承認された。 

 

３ 表彰・選考審査規程細則の改訂について                （別紙資料８） 

     上記の件について、濱本隆明事務局長から発言があり、審議の結果、承認された。 

 

   総務部 

   ４ 70周年記念誌発行について                       

    （１）冊子で発行する。 

（２）各施設、賛助会員、自宅会員に配布する。 

上記の件について、阿部健一郎総務部長より発言があり、審議の結果、承認された。 

    

   ５ 令和６年度会員名簿作成についてのお願い（だより掲載文）       （別紙資料９） 

        上記の件について、阿部健一郎総務部長より発言があり、クエスタントのアンケートフォー

ムを追加修正することで承認された。  

 

事業部 

    特になし 

 

学術部 

   ６ 臨床化学検査研究班班員の退任・追加及び役務変更について 

      退任：松重 萌衣 氏（株式会社 TLC 戸田中央臨床検査研究所） 

追加：関根 梢恵 氏（上尾中央医科グループ白岡中央総合病院）生涯教育履修の有無は

不明 

会計変更：松重 萌衣 氏から田中 満里奈 氏（地方独立行政法人埼玉県立病院機構 埼

玉県立循環器・呼吸器病センター）へ変更 

     上記の件について、長岡勇吾学術部長より発言があり、審議の結果、承認された。 

 

   ７ 令和６・７年度精度管理解析実務委員について             （別紙資料 10） 

     上記の件について、長岡勇吾学術部長より発言があり、審議の結果、承認された。 

 

精度保証部 

    特になし 

 

  会計部 

    特になし 



 4 

精度管理委員会 

    特になし 

 

第 52回埼玉県医学検査学会 

   ８ 52回学会からの上程事項について 

（１）52回県学会で各研究班に講演等の依頼をしたい。 

（２）学生向けランチョンセミナーの講演を青年部に依頼したい。 

（３）演題募集開始の PRスライド使用を研究班に依頼したい。 

（４）学会ポスターサイズについて 

ポスターサイズが大きく展示場所が限られている。また、実行委員会でも半数の施設で外

部向けに院内掲示できるスペースがないため、A2から A3にサイズダウンしたい。 

    （５）令和６年度定時会員総会にて学会実行委員会よりアナウンスしたい。 

     上記の件について、三木隆治学会担当理事より発言があり、審議の結果、承認された。 

 

Ⅳ. 議題 

事務局 

 １ タスクシフト/シェア指定講習会運営委員会の設置について 

   上記の件について、猪浦一人副会長より発言があり、審議の結果、専門委員会として委員会

を設置することが可決された。 

 

総務部 

    特になし 

 

事業部 

    特になし 

学術部 

  特になし 

 

精度保証部 

    特になし 

 

会計部 

    特になし     

以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

 

     令和６年５月９日 

              

議   長   神 山  清 志  印 

（代表理事） 

 

監   事   遠 藤  敏 彦  印 

 

監   事   細 谷  博 光  印 

 

 


